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2013 年度人文研総合研究旅行旅程 
 
2013 年度の総合研究はポーランドとチェコを巡る調査であった。8 月 25 日、パリ経由でワ
ルシャワに到着し、翌日から旧王宮のある旧市街や聖十字架教会を訪れたが、調査の中心はワ
ルシャワ蜂起博物館やユダヤ人歴史博物館等第 2 次世界大戦関連の施設であった。通訳ガイド
を務めてくださったヨランタ・シェミンスカ氏は、お母様が大戦中のワルシャワ蜂起に関わり
生き残られたこともあり、蜂起博物館での解説等を通じ蜂起に関して様々な視点から当時の様
子や戦後の作業について語ってくださった。その後ワルシャワ・ゲットー跡地にあるユダヤ人
歴史博物館を訪問。2 つの博物館の訪問を通じて、大戦中のゲットーの様子やナチスによる破
壊状況を想起することができた。ヨランタさんのお母様の体験は絵本『廃墟のなかの結婚式』
（平和のアトリエ刊、1990 年）で紹介されている。ヨランタさんはワルシャワ大学東洋学部日
本学科（正式には日本韓国学科）の出身であられるが、我々はワルシャワ大学図書館を見学す
ると同時に、この日本学科を訪問する機会を持った。今回の総合研究特集号にも寄稿をお願い
したナブロツカ先生の案内で、日本学科を訪問し意見交換をすることができた。夜にはナブロ
ツカ先生と同僚の岡崎恒夫先生を夕食にお招きし、ポーランドの日本文化研究や日本語教育等
について歓談を続けた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワルシャワ大学正門 
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日本学科でナブロツカ先生と懇談 
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27 日、ワルシャワを離れ専用バスでポーランド・カトリックの聖地チェンストホヴァに向か
う。当地のヤスナ・グラ（光の丘）修道院にある聖画「黒い聖母」については、1655 年のスウェー
デン軍によるポーランド侵略時にこの僧院だけが敵軍の攻撃に屈しなかったことから、以後「黒
い聖母」の奇跡として信仰の対象になっている。聖画の前で礼拝するポーランド人を見ている
と、この聖母には単なるキリスト教信仰の対象としてだけではなくポーランド国民の守護神と
しての役割もあるように思われる。 
チェンストホヴァでの短い滞在を終え、中世以降 1596 年までポーランド王国の首都として
栄えたクラクフに到着する。翌 28 日には午前中にユネスコ世界遺産にも登録されているヴィ
エリチカ岩塩坑に立ち寄り、中世以後クラクフの経済を支えた岩塩採掘場跡を見る。午後はク
ラクフの南の山岳保養地ザコパネへの道の途中にあるデンブノの大天使ミカエル教会を訪れ、
ゴシック様式の木造教会建築を見て回った。この地域は小ポーランド（マウォポルスカ）の南
部に位置し、世界遺産にも登録される多くの木造教会群で知られている。 
29 日は、午前中に円形の砦バルバカンや聖マリア教会等が建つ旧市街を歩き、ヤギェウォ大
学のコレギウム・マイウスに立ち寄った後、ヴァヴェル城に向かった。ヤギェウォ大学につい
ては、当大学の日本語学科で教鞭をとっておられる園山千里先生に、調査旅行出発前の研究会
時に少しお話していただいたが、ヤギェウォ大学の日本学研究の様子は、人文研月報ポーラン
ド・チェコ総合研究特集号（第 270 号）に寄稿していただいたのでそちらを参照されたい。ヴィ
スワ川に面したヴァヴェル城では、ヤギェウォ朝を中心に歴代ポーランド王の栄華の一端を見
ることができた。 
クラクフ市内調査のハイライトは、ワルシャワ同様やはりユダヤ人地区（カジミエシュ地区）
であり、オスカー・シンドラーの工場と工場内にあるクラクフ歴史博物館で、作業場や周囲の
ゲットーの様子を確認した後、現在のウクライナ南西部に当たるガリツィア地方のユダヤ文化
を写真で紹介したガリツィア・ユダヤ博物館を見学。その後男性は入口でキッパをかぶってユ
ダヤ人共同墓地を回ったあと、カジミエシュ地区のスタラ・シナゴーグ（ユダヤ博物館となっ
ている）等のユダヤ人礼拝施設を見学し、ユダヤ地区を散策した。 
午後にはバスを走らせて、オシフィエンチムのアウシュヴィツとビルケナウの両強制収容所
跡を調査した。アウシュヴィッツ・ミュージアムの日本人ガイドとして活躍されている中谷剛
氏に案内をお願いしたが（中谷氏のお仕事は『ホロコーストを次世代に伝える』岩波ブックレッ
ト No. 710 に詳細がある）中谷氏の都合がつかず、結局クラクフに戻ってからカジミエシュ地
区にあるユダヤ料理レストラン「アリエル」に来ていただいて、収容所のお話を聞く機会を持っ
た。数日前に本学国際経済学科の学生数名が中谷氏のお世話になっていたのでお礼を言ってか
ら、アウシュヴィッツの現状や問題について熱く語られる氏の話を聞いた。 
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30 日朝、クラクフを出発し国境を越えチェコのモラヴィア地方に入る。中世以降モラヴィア
随一の町であったオロモウツを見学。市庁舎や有名な聖三位一体の碑があるホルニー広場から
聖ヴァーツラフ大聖堂まで旧市街の様々な様式で建てられた歴史建造物を見て回る。その日の
夕方プラハに到着。 
31 日は、ホテルのあるヴァーツラフ広場を出発し、プラハ城や旧市街を回った後、かなりの
時間をユダヤ人地区で費やす。かつてのユダヤ人ゲットー跡であるが、歴史上 1389 年のポグ
ロムやナチスによる強制収容等ユダヤ人迫害の歴史が刻まれている地区である。マイゼル・シ
ナゴーグやピンカス・シナゴーグ、スペイン・シナゴーグ等この地区の殆どのユダヤ教会堂や
ピンカス・シナゴーグに隣接する旧ユダヤ人墓地を訪れる。 
9 月 1 日は帰国便が夜 8 時過ぎであったため、昼間各人は自分の研究テーマに沿って関連施
設を訪問した。翌 2 日パリ経由で成田着。 （ほ） 
 
